
  

 

 

 

 
  
 

 【大谷選手からいただいたグローブに付いていたタグ】 

 

  キャッチボールをやろうぜ！～投げる運動～  
「ねえ、これ(グローブ)ってどう着けるの？」 

(左利き用のグローブを左手にはめて)「なんかこれ、きつい・・・」 

大谷選手からいただいたグローブを職員室前に置いたところ、たくさんの子が興味をもって手に取ったり手に着け

たりしていました。その時、初めてグローブを持った子にしてみると、使い方もわからない未知のものだったことで

しょう。そういう子が、グローブを手に取り、キャッチボールをする機会を得たということは、大谷選手の願いに少

し近づいたのかもしれません。 

 

 実際に朝の活動の時間や体育の時間に様々なボールを投げる運動をし始めると、これまでキャッチボールをした経

験がない子は、フワ～ッと投げ、相手がそれを何とかグローブでおさえるというようなキャッチボールとなりました。

高学年になるにつれ、投げる球は勢いがつき、『パシッ』といい音をさせてグローブに球が収まる場面が多くなりまし

た。大谷選手が望む『野球しようぜ』の野球には、打って走る要素もありますが、今は投げて捕ることを楽しんだ子

どもたちです。体育の時間では、なかなかこれだけ小さな球を扱う競技を行うことはありません。だからこそ、今回

の大谷選手のグローブを使って遊んだり運動したりすることは、子どもたちにとって運動技能を高める一助になりま

した。 

 今後、大谷選手からいただいたグローブは、割り当てられた日に学級ごと使うようになります。春になって校庭の

雪がなくなったら、また遊び方を考えたいと思っています。 

 

 

 

 
令和６年１月３０日（火） 

第１３号 木島平小学校 

木 島 平 小 だ よ り 
学校教育目標『心と体をひらいて学ぶ子ども』 



 


